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ば
な
ら
な
い
」
と
、
現
在
の
墨
田
区

本
所
で
関
根
炭
素
焼
工
場
を
経
営
し

て
い
た
関
根
滝
男
氏
が
発
起
人
と
な

り
、
親
睦
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に

遡
さ
か
の
ぼ

る
。
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
、

72
年
に
東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合

が
設
立
さ
れ
た
。
2
0
2
2
年
に
設

立
50
周
年
を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

金
属
熱
処
理
と
は
、
金
属
材
料
の

性
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
行
う
加

工
技
術
を
い
う
。
金
属
材
料
に
は
、

鉄
（
注
）

、
非
鉄
合
金
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
、
チ
タ
ン
合
金
な
ど
）
が
用
い
ら

れ
、
こ
れ
ら
に
加
熱
・
冷
却
と
い
っ

た
熱
処
理
を
経
て
、
強
度
、
硬
度
、

粘
度
、
耐
摩
耗
性
、
耐
衝
撃
性
、
耐

食
性
、
被
削
性
な
ど
が
付
加
さ
れ
る
。

も
の
づ
く
り
の
品
質
を

支
え
る
金
属
熱
処
理

　

東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合
は
、

静
岡
、
長
野
、
新
潟
以
東
の
東
日
本

に
立
地
す
る
金
属
熱
処
理
加
工
事
業

者
の
組
合
で
あ
る
。
日
本
で
は
こ
の

ほ
か
に
、
東
海
・
北
陸
地
区
に
中
部

金
属
熱
処
理
㈿
、
関
西
以
西
に
西
部

金
属
熱
処
理
工
業
㈿
が
あ
り
、
3
団

体
合
わ
せ
て
約
3
2
0
社
が
所
属
し

て
い
る
。
そ
の
上
部
組
織
に（
一
社
）

日
本
金
属
熱
処
理
工
業
会
が
あ
り
、

会
長
・
副
会
長
は
下
部
組
織
の
理
事

長
が
持
ち
回
り
で
就
任
す
る
。

　

東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合
の
始

ま
り
は
1
9
3
5
年
。
当
時
、
東
京

と
そ
の
周
辺
に
は
約
40
社
の
金
属
熱

処
理
加
工
業
者
が
あ
り
、
採
算
度
外

視
の
過
当
競
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
に
「
自
ら
の
首
を
締

め
る
よ
う
な
状
態
は
打
開
し
な
け
れ

東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合

教
育
機
関
で
金
属
工
学
の
学
生
募
集
停
止

組
合
主
体
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

金属熱処理技術は、機械製品の部品の製造に欠かせない技術だが、
近年、大学・高専では金属工学の学生募集を停止している。東部
金属熱処理工業組合（東京都港区、嶋崎利行理事長）では、東京
工業大学に協力を仰ぎ、独自の教育プログラムを開始。この活動
が評価され、23年1月に「ものづくり日本大賞」を受賞した。

東部金属熱処理工業組合
事務局 東京都港区三田2-14-4 三田慶応ビジデンス604
　☎ 03-3452-5780　FAX 03-3452-7336　https://tobu.or.jp/

設　立 1972年9月　　 組合員数 組合員78社、賛助会員43社

　

熱
処
理
さ
れ
た
製
品
（
部
品
）
は
、

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
で
使
わ
れ

て
い
る
。
日
本
金
属
熱
処
理
工
業
会

に
よ
る
と
、
自
動
車
は
約
3
万
点
の

部
品
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
25
％

を
鉄
鋼
材
料
が
占
め
、
さ
ら
に
そ
の

25
％
の
部
品
（
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

車
軸
、
歯
車
な
ど
）
に
熱
処
理
が
施

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合
の
理

事
長
・
嶋
崎
氏
は
「
金
属
熱
処
理
は

も
の
づ
く
り
に
不
可
欠
な
工
程
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
製
品
か
ら
そ
の
存

在
は
見
え
ず
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
動
車
や
機
械
製
品
、
家
電
製 嶋崎利行 理事長

（
注
）
炭
素
量
0
・
03
％
か
ら
2
・
10

％
入
っ
た
も
の
を
鋼
、
炭
素
量
が
そ

れ
以
下
の
も
の
を
純
鉄 
（
ま
た
は
単

に
鉄
）、
炭
素
量
が
そ
れ
以
上
の
も

の
を
鋳
鉄
と
い
う

（
出
所
：
日
本
金
属
熱
処
理
工
業
会
）
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を
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
教
育
機
関
の
問
題
に
つ
い
て

嶋
崎
氏
は
「
教
育
機
関
も
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
か
ら
、
学
生
に
人
気
の
あ
る
学

科
に
力
を
入
れ
る
わ
け
で
す
。
金
属

工
学
は
残
念
な
が
ら
不
人
気
で
、
志

望
す
る
学
生
は
1
9
8
0
年
代
か
ら

減
少
の
一
途
と
な
り
ま
し
た
。
90
年

代
の
初
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
技
術
の

承
継
が
で
き
ず
死
活
問
題
に
な
る
と

の
危
機
感
を
持
ち
、
な
ら
ば
自
前
で

育
成
し
て
い
く
し
か
な
い
と
当
組
合

で
教
育
体
制
づ
く
り
を
始
め
た
の
で

す
」
と
話
す
。

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
1
9

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
初
級
、
中

級
、
上
級
、
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、
組
合
員
各
社

で
の
実
践
経
験
を
積
ん
で
い
く
。
修

了
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
ス
ー
パ

ー
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
東
工

大
の
学
長
か
ら
修
了
証
が
渡
さ
れ
る
。

　

な
お
、
東
工
大
の
協
力
を
得
る
た

め
に
、
06
年
、
同
組
合
は
経
済
産
業

省
「
産
学
連
携
製
造
中
核
人
材
育
成

事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
た
。

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

「
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
品
質

・
高
機
能
の
熱
処
理
品
の
提
供
に
必

要
な
、
新
た
な
熱
処
理
技
術
を
開
発

す
る
た
め
に
幅
広
い
知
識
を
持
つ
人

材
」「
金
属
熱
処
理
業
の
技
術
革
新

を
先
導
で
き
る
人
材
」
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　
「
金
属
熱
処
理
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ス

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
受
講
期
間
は

1
年
半
以
上
に
及
び
、
23
年
度
に
第

8
期
を
迎
え
、
第
7
期
ま
で
に
1

3‌

0
名
以
上
が
受
講
し
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
、
こ
の
受
講
生
か
ら
組

合
内
の
各
種
講
習
等
の
講
師
が
誕
生

し
て
い
る
こ
と
だ
。
自
前
主
義
の
同

組
合
で
は
、
当
初
は
外
部
講
師
に
協

力
を
仰
ぎ
な
が
ら
も
、
講
師
を
自
ら

育
成
し
、
技
術
や
技
能
の
伝
承
を
業

界
内
で
完
結
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

に
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
て
い
る
。

　

初
級
は
、
文
科
系
出
身
の
未
経
験

者
か
ら
学
べ
る
講
座
で
、
金
属
熱
処

理
技
能
士
3
級
程
度
の
知
識
を
身
に

付
け
る
。
中
級
は
、
実
務
経
験
2
年

以
上
を
対
象
に
、
1
日
で
熱
処
理
技

能
士
1
・
2
級
程
度
の
知
識
を
整
理

す
る
。
上
級
は
、
実
務
経
験
4
年
以

上
の
現
場
リ
ー
ダ
ー
向
け
に
、
不
具

合
事
例
の
対
処
法
等
が
学
べ
る
。

　

最
上
級
の
「
金
属
熱
処
理
ス
ー
パ

ー
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

中
核
的
な
技
術
な
ら
び
に
技
能
者
の

人
材
育
成
を
目
指
す
。
東
工
大
と
提

携
し
、
名
誉
教
授
ら
教
授
な
ど
が
、

1
年
か
け
て
月
2
回
の
講
義
や
実
習

を
行
う
。
さ
ら
に
半
年
間
の
東
京
都2015年に行われた中級熱処理塾（旧初級熱処理塾）

「金属熱処理スーパーマイスタープログラム」講
座。東京都立産業技術センター（写真上）、組合
員企業（写真下）でインターンシップが行われた

品
、
工
具
な
ど
熱
処
理
さ
れ
た
製
品

は
身
の
回
り
に
溢
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
を

育
成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

金
属
熱
処
理
技
術
は
、
か
つ
て
高

等
専
門
学
校
（
高
専
）
や
大
学
で
学

べ
た
が
、
1‌

9
8‌

0
年
頃
か
ら
金
属

工
学
科
な
ど
で
学
生
の
新
規
募
集
が

停
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、

日
本
で
は
、
金
属
熱
処
理
技
術
を
主

に
学
べ
る
教
育
機
関
は
な
い
と
い
う
。

　

最
後
の
募
集
は
、
2
0
1
5
年
の

東
京
工
業
大
学
（
東
工
大
）
で
、
当

時
の
金
属
工
学
科
の
教
授
陣
は
、
同

大
の
物
質
理
工
学
院
に
移
り
、
指
導
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し
て
い
る
。

　
「
大
学
等
の
専
門
課
程
の
消
滅
や
、

講
師
の
方
々
の
ご
年
齢
を
考
え
る
と
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
次
世
代

の
講
師
の
確
保
も
、
組
合
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
嶋
崎
氏
）

　

23
年
に
は
、
こ
の
活
動
が
評
価
さ

れ
「
金
属
熱
処
理
に
お
け
る
『
技
術

・
技
能
』
伝
承
の
た
め
の
階
層
別
・

教
育
訓
練
体
系
の
構
築
」
と
題
し
、

「
第
9
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

の
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
我
々
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
間

違
い
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

こ
の
試
み
は
、
日
本
の
産
業
を
支
え

る
基
盤
技
術
を
維
持
さ
せ
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
評
価
さ
れ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
他
業
界
の

参
考
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
嶋
崎
氏
は
話
す
。

技
術
・
品
質
・
B
C
P
な
ど

組
合
員
を
手
厚
く
支
援

　

同
組
合
で
は
、
四
つ
の
委
員
会
を

設
置
し
、
組
合
員
の
事
業
継
続
を
支

え
て
い
る
（
表
）。

　

技
術
委
員
会
は
、
組
合
設
立
時
か

ら
組
合
業
務
の
根
幹
と
な
る
技
術
力

向
上
や
伝
承
活
動
を
担
う
。
前
述
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
導
す
る
ほ
か
、

工
場
見
学
を
行
っ
て
い
る
。

　

品
質
委
員
会
は
、
2
0
1
7
年
に

設
置
さ
れ
、
国
際
規
格
I
S
O
に
関

す
る
教
育
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
指
導
員
を
育

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
委
員
会
は

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
普
及

を
目
的
に
、
19
年
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
推
進
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
、
現
在

21
社
が
参
加
し
て
い
る
。
23
年
1
月

に
は
、
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
よ
り
「
連
携
事
業
継
続
力
強
化
計

画
」
の
2
回
目
の
認
定
を
受
け
た
。

組
合
員
企
業
は
1
都
1
道
13
県
に
及

ぶ
た
め
、
24
ブ
ロ
ッ
ク
に
細
分
化
し
、

同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

が
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
動

す
る
体
制
を
整
え
始
め
て
い
る
。

　
「
被
災
時
に
速
や
か
に
復
旧
で
き

る
よ
う
、
連
絡
網
の
整
備
や
代
替
生

産
の
た
め
の
設
備
情
報
の
共
有
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
代
替
生

産
を
行
う
際
の
受
注
金
額
を
ど
う
配

分
す
る
か
な
ど
、
難
し
い
問
題
も
事

前
に
取
り
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
い

ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
協
力
が

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
」

（
嶋
崎
氏
）

　

19
年
に
発
足
し
た
青
年
部
会
に
は
、

平
均
年
齢
45
歳
の
次
世
代
経
営
者
が

集
ま
っ
て
い
る
。
相
互
扶
助
精
神
を

強
化
し
、
組
合
運
営
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
や
長
期
的
事
業
の
検
討
、
他
業
界

と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
。
23
年
11

月
に
は
、
青
年
部
会
が
東
京
都
中
小

企
業
団
体
中
央
会
主
催
の
「
組
合
ま

つ
り
」
に
出
展
。
金
属
熱
処
理
加
工

業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
同
組
合
ブ

ー
ス
に
は
会
期
中
の
2
日
間
で
約

2
0
0
名
が
訪
れ
た
。

　
「
7
年
前
か
ら
『
素
形
材
「
お
隣

さ
ん
連
携
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
参

画
し
、
同
様
に
鉄
と
火
に
関
わ
る
鋳

造
お
よ
び
鍛
造
の
3
団
体
が
連
携
し

て
、
海
外
需
要
開
拓
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
災
害
時
に

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
で
、
例
え
ば
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
各
業
界
で
用
い

る
設
備
機
器
の
融
通
も
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
業
界
を
超
え
た
取
り
組
み

も
青
年
部
会
を
主
体
に
推
進
し
、
総

じ
て
日
本
の
基
幹
産
業
を
守
る
立
場

と
し
て
、
そ
の
維
持
発
展
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
嶋

崎
氏
は
結
ん
だ
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
髙
橋
光
二

組織 主な活動

技術委員会

人材養成講座、初級熱処理塾、中級熱処理塾、
金属熱処理技能検定受験対策（独自のテキスト
を発行）、実践型熱処理塾、金属熱処理スーパ
ーマイスタープログラム、関連企業の工場見学
会、セミナー（先端技術の紹介など）を開催

品質委員会

品質活動発表会、ISO9001品質内部監査員養
成講座、ISO14001環境内部監査員養成講座、
ガス燃焼技術基礎講習会を開催。BCP普及活動
（日常起こりうる機械の故障や停電などの災害に
対し「安定供給」「品質保証」について考える）

マーケティング
委員会

日本金属熱処理工業会マーケティング委員会に
委員を派遣。購入品動向調査、市場動向調査情
報、価格交渉サポートセミナーなど

総務委員会

高齢者の雇用、女性活用、少子高齢化対策、外
国人雇用、給与など新規事業に取り組む。調査
活動と組合ウェブサイトの管理、対外的広報活
動

青年部会 講習会を計画、熱処理業界の一般向けPR 活
動、関東経済産業局と連携など

BCP 推進
ワーキング
グループ

組合員の新規 BCP策定支援、BCP普及活動、
BCP見直し、BCM活動のサポートなど

表　東部金属熱処理工業組合の組織


